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https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/course.html
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https://ku-portal.kyushu-u.ac.jp/campusweb/top.do
https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/course.html
https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/pdf/2026_jikan_tableA_2nd_20260327.pdf
https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/pdf/2026k_jikan_tableB_2nd_20260402.pdf
https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/pdf/2026_jikan_tableA_20260414.pdf
https://moodle.s.kyushu-u.ac.jp/
https://ku-portal.kyushu-u.ac.jp/campusweb/top.do
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https://moodle.s.kyushu-u.ac.jp/course/view.php?id=62053
https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/pdf/2026yomikae.pdf
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https://forms.gle/dw6p5smqyowoYjNE9
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https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/




学内で使えるサポート資源について
キャンパスライフ・健康支援センターコーディネート室

1. 相談申込の方法について

2. 時間割を作成する際の留意点

3. 心身共に健康な大学生活を送るための留意点

ー本日の内容ー
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1.Web相談受付フォームのご案内

九州大学
キャンパスライフ・健康支援センター

https://chc.kyushu-u.ac.jp/

①相談申込の方法について

ホームページ上の
「Web相談受付フォーム」より

申込を受け付けています！
（英語・中国語対応可）

説明事項・同意事項を確認・承諾の上、次項のフォーム入力に必要事項を
入力して送信して下さい。後日スタッフよりご連絡させて頂きます。

（Web相談受付フォーム：入力画面） （Web相談受付フォーム：確認画面）

（確認画面へ）

①相談申込の方法について

2.利用方法について

送信！
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【X】
九州大学 コーディネート室
（@coordination_）

【X】
九州大学 学生相談室
（@studentcounsel9）

コーディネート室・学生相談室からの情報発信

☆XやInstagramで学校生活やセルフケア等についての情報発信をしています！
ぜひ、フォローをお願いいたします(*̂ -̂ *)

【Instagram】
九州大学 学生相談室
（@qdai_gakuseisoudan）

1.優先順位を考える

現在の単位の取得状況を見て、どの科目を取る必要があるかを
考えましょう。

履修の条件は？

進級用件は？

秋学期のみ
開講される科目は？

必修科目
選択科目は？

②時間割を作成する際の留意点

9



2.自分に合った授業形式・成績の評価方法か確認する

人前で話をするの
は緊張する…

レポートを書くのが
苦手…

自分が得意なことを生かせる授業を選ぶことも工夫のひとつです！

プレゼンテーションや
ディスカッションが
少ない授業を選ぶ？

成績評価で、授業への
出席や試験のウェイト
が大きい授業を選ぶ？

②時間割を作成する際の留意点

長時間授業に出
ると疲れる…

3.自分の体調にあった時間割になっているか確認する

早起きが苦手…

無理のある履修計画を立てると、気力・体力がすぐに限界に達して,
全ての授業に出られなくなってしまうことが多いです。

1限の時間に授業を
入れないようにする？

スキマ時間を作る？

②時間割を作成する際の留意点
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学部・学科の先生

授業担当の先生 学習サポーター

友人・知り合い

※「少し困った」という段階で聞きに行くのがポイントです。
そのままにしていると、わからないことが大きくなって取組みづらくなります。

図書館TA（Cuter）

③心身共に健康な大学生活を送るための留意点

☆学習面で分からないことが出てきたときは、
できるだけ早く誰かに聞きに行く！

電話・窓口または24時間365日Web相談受付フォームより相談
を受け付けています。お気軽にご連絡ください。

九州大学
キャンパスライフ・健康支援センター

https://chc.kyushu-u.ac.jp/

☆コーディネート室の紹介

・どこに相談したら良いのか分からない…

・困っているけれど、どうしたらいいかわからない…
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1

障害のある学生への修学支援
ー合理的配慮とは？－

障害のある学生への修学支援

Ｑ１．大学における合理的配慮とは？

Ａ． 障害のある学生の修学機会を保障するために、
大学が実施する過重な負担のない範囲で必要かつ適当な
変更および調整のこと。

令和3年6月に改正された障害者差別解消法により、
国公立に加えて、私立大学も含めたすべての大学等、
不当な差別的取扱いの禁止及び合理的配慮の不提供の禁止が
法的義務とされることになりました。

2
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Ａ． 例えば、次のような例が考えられます。

耳で聞いた情報を
覚える・理解する

ことが苦手

・学生の困難の現れ方が一人ひとり違い、個人差がある
・支援の内容も障害や個人によって異なる

板書の
撮影許可

書面による
情報の提示

3

・発達障害がある人

Ｑ２．どのような「合理的配慮」を受けられますか？

Ｑ２．どのような「合理的配慮」を受けられますか？

授業動画の配信
課題の

提出期限の延長

・授業の本質・目標を損なわない範囲で配慮が提供される
・成績の評価基準は変更できないが、評価方法は変えることができる

4

・聴覚過敏がある人

授業中に動画や
マイク音声を

聞き続けることが
できない

そのため、
授業終了後の課題の
提出が間に合わない
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キャンパスライフ・健康支援センター インクルージョン支援推進室（センター１号館１階 ）

092-802-5859 inclusion@chc.kyushu-u.ac.jp

Ｑ３．授業で合理的配慮を受けるにはどのような手続きが
必要ですか？

学生相談室・健康相談室を

利用したこと（相談したこと）

がある

はい

学生相談室、健康相談室の担当者を通して

インクルージョン支援推進室へ取次ぎ

合理的配慮申請を希望する

いいえ
キャンパスライフ・健康支援センター

インクルージョン支援推進室に

電話・メールで相談

※相談内容によっては他の部署等を紹介することもあります

A.以下の流れに沿って相談してください

Ａ．以下の流れで配慮が提供されます。

6

Ｑ4．合理的配慮はどのような流れで提供されますか？

各教員との建設的対話

・配慮の提供

必要に応じてインクルージョン支援
推進室の担当者と面談し、

どのような配慮を希望するかを相談。

配慮の申請 ・ 配慮についての相談

合理的配慮を希望する配慮要望や
科目をＷｅｂシステムで申請。

https://rasys.kyushu.ac.jp/
Webシステムの申請URLは全学HPにて公開さ
れています。システム入力での申請が難しい場合は
直接ご相談ください。

必要に応じて
具体的な配慮内容を教員と
話し合って決定。
希望している場合は、学部等の
合理的配慮担当係が同席。
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7

長期履修学生制度の紹介

Ｑ１.「長期履修学生制度」とは？

Ａ．学生が職業を有している等の事情がある場合に、修業年限を超えて一
定の期間にわたり計画的な履修を認める制度です。

Ｑ２.申請する資格があるのは？

8

Ａ．長期履修制度への申請時に修業年限内で在籍する学生のうち、下記 の事
項のいずれかに該当する者。

職業を有する者

身体等に障害があるため
修学に相当な制限を受け
ると認められた者

新型インフルエンザ等
対策特別措置法の対象
とする新型インフルエン
ザ等感染症等により修
学に相当な制限を受け
たと認められた者

その他やむを得ない
事情により、
修学に相当な制限を
受けると認められた
者
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Ｑ３．「長期履修学生制度」の適用が認められると？

Ａ.修業年限を超えての計画的な履修が可能となり、長期履修学生制
度適用期間中は留年として取り扱われないことになります。また、授
業料においても通常の在学と相違点があります。

４年間で214万3200円

６年間で214万3200円

26万7900円 × 8 学期 ＝

17万8600円 × 12 学期 ＝

■長期履修学生制度未適用時(＝通常の在学)の授業料例

■長期履修学生制度適用時(例として4年を6年に延長)の授業料例

9

在学年数は
違っても

支払う総額は
同じ

４年目
26万7900円×2学期

３年目
26万7900円×2学期

２年目
26万7900円×2学期

１年目
26万7900円×2学期

６年目
17万8600円

×2学期

５年目
17万8600円

×2学期

４年目
17万8600円

×2学期

３年目
17万8600円

×2学期

２年目
17万8600円

×2学期

１年目
17万8600円

×2学期
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Ｑ４.長期履修学生制度」を申請するには？

Ａ．申請の時期、手続き、審査の方法等は学部によって
異なります。自分が所属する学生係に電話やメール、また
は直接窓口にて問い合せてください。
なお、長期履修学生制度は「計画的な履修」を認める制
度であることに留意の上、申請してください。

各学部・学生係の問合せ先は下記のURLを参照してください。

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/contact/student_section/
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